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サモア水道公社の仲間達との信頼を土台に CEPSO2 始動 
＂Fa‘afetai lava ありがとう！“ 

サモア人が日常会話でよく使う 2つのキーワードは、＂Fa‘amolemole お願い

します“と＂Fa‘afetai ありがとう“です。今回、CEPSO２長期専門家として第二

の故郷サモアに帰ることができたのは、青年海外協力隊サモア隊員から２０

年後の 2010年に「宮古島市草の根技術協力事業」に参加させて頂いたこと、

そして CEPSO２に至るプロジェクトの種蒔きをした中本信忠先生と宮古島

市、CEPSOプロジェクトに協力しているチーム沖縄の関係事業体の皆さんの

おかげだと深く感謝しています。＂Fa’afetai lava !” 

 ３０年前の協力隊時代のサモア水道事情と比較すると、現在のサモア水道公

社（SWA）が取り組んでいる水道事業は職員の技術レベル、組織力、顧客ニー

ズ対応、浄水場施設などすべてにおいて格段の進歩を実感しています。変わ

らないのは大らかなサモア人の国民性とサモア愛です。 

 沖縄県民は長年水の確保に苦闘してきましたが、現在のような安全で安定

的な水供給を成しえた「総合技術力」を同じ島嶼国のサモアに提供し、安心し

て生活できる毎日が送れるように、前川さんと一緒にサモアで頑張りたいと

思います。関係者の皆さんのご協力をよろしくお願いします。 

 ＂Manuia le aso , soifua ! “            CEPSO2チーフアドバイザー 金城 進 
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サモア水道公社維持管理能力強化

プロジェクト フェーズ２ 

 

2014年から 2019年までの 5年間にわ

たり、沖縄県内の水道事業体による技

術支援を背景に、サモア国内の首都部

アラオア給水区（約 1.8万人）の無収

水率削減を目標に CEPSOプロジェクト

が実施されました。関係した長短専門

家の熱心な技術移転活動は、プロジェ

クト目標に掲げたアラオア地区の無収水

率を削減し、当初予定の目標達成に

大きく貢献しました。 

CEPSO1の活動経験と実績を、サモア

国内 2つの給水地区に水平展開する

要請がサモア水道公社から寄せられ、

2021年 8月に CEPSO フェーズ 2実施

が合意に至りました。プロジェクトは、

2021年 11月から 2025年 1月までの

3年間、サモア水道公社地方課が所管

する「フルアソウ EU給水区」と同サバイ

課所管の「パラウリ給水区」を対象に無

収水率の削減とサモア水道公社の内

部研修体制の拡充を目標に活動中で

す。（次項に続く） 
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JOCV当時（１９９１年）と現在の金城専門家 
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Talofa! フェーズ１に引き続き、

短期専門家として CEPSOメン

バーに加えて頂くことになり

大変光栄です。此方に来るま

で、フェーズ１の活動が根付い

ているか若干心配もありまし

たが、今回、約 3 年ぶりにサモ

アに戻り、サモア水道公社

（SWA）メンバーがフェーズ１

の成果をしっかり活かして日

常業務に取り組んでいるのを

見て、大変嬉しく思いました。

今後、沖縄からの専門家と連

携して、SWA の無収水管理能

力向上を支援させていただく

予定です。どうぞ宜しくお願い

します。        服部聡之 

服部 聡之専門家 （無収水管理） 

商業的損失に加え物理的損失の視点から、CEPSO1 に引続 CEPSO2 でも、

世界各国の無収水対策に携わった知見を技術移転します。 

8月 8日から 9月 22の間、CEPSO1に引続き無収水管理を担当する服部専門家

が現地入りし業務に就かれました。サモア側のコロナ水際対策が段階的に緩和さ

れる時期を待ってのサモア入りとなりましたが、淡々と精力的に活動されまし

た。（次回のサモア入りは 2023年 1月 6日の予定） 

CEPSO2プロジェクト要のカウンターパート 地方課無収水対策班のエンジニア

Julius（ジュリアス）とフルアソウ EU（地方課が管理するWSS: Water Supply 

System ／給水区域）の DMA設置状況と域内の流量について意見を交わす服部

専門家（CEPSO2事務所内にて） 

SWA 地方課担当地域、黄色部分がフルアソウ EU の給水区（ウポル島） 

サモア水道公社は、全人口の約

85％にあたる約 17万人を対象に給水

サービスを行っています。水源は、河川

表流水、地下水脈、湖水などがありま

すが、無収水率の改善や雨季の濁水

対策、乾季の渇水対策等、課題は少

なくありません。これまで SWA職員は、

CEPSO1による活動や沖縄県宮古島

市による草の根技術協力事業「サモア

水道事業運営（宮古島モデル）」、課

題別・国別研修への参加を通じ、配水

管理や管路施工、漏水探知・修理、

浄水場管理についての技能を修得しま

した。しかしながら、個々の経験や技

能を SWA組織、所属部署の形式

知とする事も求められています。本プロ

ジェクトでは、フェーズ１に引き続き、

適切な水圧管理や管路施工・漏水

修理、漏水探知等による無収水対

策と浄水場の維持管理中心に技術

移転に努めます。また、SWA組織に

おける研修指導者養成もプロジェクト

目標に掲げており、無収水管理に係

る技術面の強化と共に内部研修体

制の拡充を図ります。 

関係者紹介  

フルアソウ EU給水区 

APIA市内 
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 関係者紹介 

Q:コロナ禍の影響を受ける 2021年 7月

の SWA総裁就任から 1年余り経ちまし

た。水道サービス提供側としてどのよう

な対応を迫られましたか？ 

A:大きく 2つに分けられると思います。

先ず一つ目として、気候変動の影響とも

考えられますが、就任来サモアでは少雨

傾向が続いており、殆どの取水地の水

位が落ちており河川表流水の取水池変

更や水利調査と共に新たな深井戸増設

に向けて業務を進めているところです。 

もう一つとして、やはり昨年の暮れから

コロナの影響が徐々に出始めました。昨

年来、国として出入国制限措置を敷いて

いましたが、今年 1月に初のコロナ感染

者が確認されて以降、全面ロックダウン

や時限的ロックダウンが 6月まで続きま

した。感染者が増加する中、SWA職員の

感染や、濃厚接触者として隔離を余儀な

くされる職員が増え、限られた人員体制

の中で、サービス業務に当たらざる負え

なくなり業務が遅れることとなりまし

た。現在コロナは減少傾向で、出入国規

制も無くなる方向にありますが、業務に

は大きく影響を与えたと言えます。 

Q:今後の業務への取組についてお聞かせください。 

A:コロナ禍によるサプライチェーンが戻るまでにはもう暫く時間がか

かると思われます。現状が回復し、従来の業務にプロマンシップとして

臨みたいと考えます。また、JICAとの関係では、CEPSO2には協力期

間がありますが、期間中は目標の達成に向け関係部署全力で臨みま

す。プロジェクト終了後も日本とは ON-GOINGな関係性に期待をして

います。将来的には、SWA職員による内部研修を国の認定が得られる

レベルに高めると共に、人々が満足する水道サービスに務めます。今後

もよろしくお願いします。 

ドミニク氏は、総裁就任以前は SWA下水道課マネージャーを長く勤められまし

た。これまで接した経験から、現場を大事に思う方との印象があります。今でも、

時折 CEPSO2事務所を訪れては、現状についてざっくばらんに情報交換していま

す。そんな方でもあり、今回はこちらからひょっこり訪ね、SWAの現状と課題につ

いて伺いました。 

 

視察途中遭遇した消火栓用バルブ交換を見つめるドミニク総裁（右） 

SWAサモア水道公社 

設立：1993年 

職員数：約 301 

利用人口：１7万人 

対総人口比：85％ 

主水源：表流水 65％、地

下水 35％ 

組織：経営課、商業課、市街

課、地方課、工務課、サバイ

課、下水道課、IT課 

※データ出所：詳細計画策

定調査報告書（2021年）  
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関係者紹介 

出所：詳細計画策定調査報告書（2021年）  

サモア水道公社の総裁以下８人のマネージャー（部長）及び６人のエンジニア（課長）は、期間

雇用契約形態で、状況に応じ延長等もありますが上部委員会の承認が必要であり基本的に

は３年間の雇用契約です。パーマネント職員はチームリーダー/エンジニアリング・オフィサー

等、課長級以下の職員です。Newsletterでは、今後、彼らに登場いただく予定です。 

※マネージャー及びエンジニアの業務分掌から、日本語役職名称を部長/課長としました。 

SWA 組織と部課長級職員 
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1. 第 1回 JCCミーティング 

９月 14日、CEPSO2の第 1回合同調整委員会（JCC：Joint Coordination 

Committee）ミーティングを実施しました。会合には、サモア水道公社（Samoa Water 

Authority）総裁を筆頭に主要なマネージャー、エンジニア等の職員をはじめ、プロジェクト

を所管する地球環境部の調査団、サモア支所、日本大使館のメンバー、プロジェクトから長短

専門家が出席しました。

 

今回の会合では、プロジェクトの進捗状況や課題と共に、主にコロナ禍の影響でプロジェクト

開始当初予定した日程の再調整と、２つのモデル地区（フルアソウ EＵ給水区、パラウリ給水

区）における活動を並行して実施することを確認しました。 

トピックス 
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2. 滞納水道料金徴収チーム始動 

 

9月２２日金曜日、水道料金回収チームが編成され、６０日以上の

高額滞納者を戸別訪問し水道料金の徴収が行われました。実施に先立ち、１０チームに編成された担当者らを前に、料

金徴収を所管する Alvin商業課長が、SWA本部一階ロビーで陣頭指揮を行いました。チームは、それぞれ地域ごとに

分散しウポル島全域で徴収活動を実施しました。 

プロジェクトで

は、商業課担当職

員と地方課無収

水班職員の３人の

チームの料金徴収

戸別訪問に同行し

ました。チームの

担当地域は、フルアソウ EU給水区のほぼ中央の Saloimau

村でした。対象となる 21戸は、23日土曜日までに支払がな

いと、給水をカットするの旨の最期通告を行った結果、２１戸中、16戸が土曜までに回収チームに現金支払いを終え、

支払意思を示さない 3戸はその場で管路切断となりました。2戸の

家庭は、23日土曜日に SWA本部にて支払いを済ませたとのこと

でした。管路切断後、再開を希望する場合は、改めて再開手数料とし

て 70タラの費用負担が求められます。 

22日、23日の戸別料金徴収の結果、徴収金額は、2,840タラ、

日本円で 142,000円（1WST＝50円試算）でし

た。単純試算ですが、10チームがこの徴収活動を

四半期に 1回実施すると仮定した場合は、年間

568万円になります。（この訪問徴収は、概ね 3ヶ

月に 1度程度実施するとのこと。CP談） 

 

因みに、2020年の SWAの顧客料金収入は、

約 1900万タラ、日本円で約 9.5憶円です。

（1WST＝50円で試算、SWA Corporate P

ｌan 2021-2024 引用） 

日本では、水道給水サービス停止の根拠とし

て、公共料金不払いによる不公平感の是正があ

ると思います。実際に管路切断の現場を見た事

は、ある種衝撃だったのですが、公共サービス

提供の対価として、料金支払いに応じない場合

の基本的な考えは、サモアも日本と同じのよう

です。 

 

Pay or disconnect? 

支払意思を示さず、その場で切断された給水管 
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3. 地方課 毎月 1日の送水量チェック  

SWA地方課無収水班では、

同課が所管するウポル島全

域の浄水場送水量と深井戸

の使用水量を毎月１日に実

査計測しています。地方課

無収水班の職員は、2チー

ムに分かれウポル島東西の

広範囲に亘る管理地区、そ

れぞれ西側 28 ヵ所、東側

18か所の浄水場及び深井

戸チェックポイントでメータ

ーチェックを行いました。 

 この実査計測は、毎月 1

日に実施することでその地

区の月間送水量を把握する

ために実施しており、使用水

量の把握と共に無収水率算

出上の基本的なデータとな

ることから重要です。この業

務は、月の初日が、サモア国

民にとって家族と共にゆっ

くりと過ごす“安息の日曜

日”であっても例外ではあり

ません。サービスプロバイダ

ー、エッセンシャルワーカー

とされる SWA職員にとっ

ては、安息も重要ですが、仕

事柄、公共の福祉優先と感

じていると思われます。 

 １０月１日土曜日、今回は、

プロジェクトのモデルサイト

であるフルアソウ EU給水

区を含むに西側地区を職員

と共に実査計測しました。作

業は、午前９時に開始しバイ

テレの事務所に戻ったのは

１７時を回ったころで、西側

チームの移動距離は１60㌔

余りでした。次回は、東側地

区の様子をお伝えします。 

 



p. 8 

 

4. CEPSO2 定例会議 

   

  

月例定例会開催 

CEPSO2では、１０月５日プロジェク

ト定例進捗報告会を SWA本部会議室に

て開催しました。進捗報告会は、毎月開催

し SWA側からも総裁はじめ関係マネー

ジャーやエンジニア他、プロジェクト目標

に関わるチームリーダー、エンジニアリン

グオフィサーが参加することとなります。 

これまでは、コロナ禍の影響もあり不

定期な開催となっていましたが、今後は、

プロジェクト進捗確認と現状課題の共有

と解決に向けた拠点として、定期的に開

催する予定です。 

今回の会合では、先に JCCで協議さ

れた内容と今後の日程について意見交

換しました。 

具体的には、プロジェクト PDMのアウ

トプット１～５までのキャパシティー アセ

スメントの確認方法及び達成指標につい

て、今後プロジェクト CPと協議した内容

を、次回の定例会で提案し意見調整する

ことを確認しました。 

また、フルアソウ EU給水区とパラウリ

給水区での活動を同時並行的に実施す

る事も確認し、具体的な進め方や日程に

ついて、今後、地方課無収水チームとサ

バイ無収水チームを交え意見交換するこ

ととなりました。 

併せて、１１月前半から１２月中旬にかけてサモ

ア入りする名護市環境水道及び名護市管工事

協同組合所属の２名の短期専門家の日程を共

有し、それぞれの給水区における具体的な活動

内容と準備体制についても協力要請し理解を

得ました。 

SWA本部会議室での第 1回プロジェクト定例会 

既存 PDM OUTPUT 1-5 の目標達成指標とその手段 
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5. 内部研修体制構築に向けた指導者向けワークショップ 

  

 SWA研修指導者の養成 

１０月６日水曜、第１回の内部研修指導者向

TOTワークショップを開催しました。このワー

クショップは、今年１月の SWA総裁他関係マ

ネージャー向けに開催した「CEPSO2-PDM

のレビュー会合」の際、概要を提案し２月から

３月にかけてスタートする予定でしたが、コロ

ナ禍の対応や年度内業務の完了、新年度予算

計画等の SWA業務体制がなかなか整わず、

最終的に７月に提案した内容で総裁他らマネ

ージャーから了解を得て実施するものです。 

ワークショップの最終ゴールは、参加した

SWA各部署のインストラクター候補生が、自

らの専門分野の研修をデザインし、対象 SWA

職員に実施できることです。研修のデザイン

とは研修ニーズや対象者を分析し、目標設定

や評価方法、教材を開発し、実際に研修を実

施し、さらにその結果を評価し改善できること

です。ワークショップは、教育工学・インストラ

クショナルデザインをベースに実施していきま

す。 

第 1回のワークショップには、地方課及び

市街課、サバイ課から無収水チーム、維持管理

チーム、工務課から資産管理チーム、水質管理

チーム、商業課から料金チーム、メーター計測

チーム、総務経営課から人材管理チーム、総勢

２３名程が参加しましたが、中にはマネージャ

ーらも参加しており、実質的には１８名程度か

と思われました。 

ワークショップは、パート１とパート２に分け

て実施します。パート１では、研修の基礎理論

を中心に毎月１回で６～７回の予定で行いま

す。その後パート２では、各チーム毎に実践的

な研修デザインを進め、次年度には各人がイ

ンストラクターとなる研修に繋がるよう進め

ていきます。具体的な目標行動は、それぞれシ

ラバス項目を理解すると共に、自らシラバス

を作成し、システマティックで魅力的な研修が

実践できることです。大きな目標ですが、参加

者同士楽しみながら実践することを心掛けて

います。 
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6. SWAサバイ課にて CEPSO2活動 

１０月１２日～１４日までの間、CEPSO2活動計画を協議する目的でサバイ課無収水／漏水探知チームを訪れました。 

先の JCCで、地方課と並行してサバイ課の無収水

管理を進めることが確認されたことから、地方課か

らも無収水チームの Juliusとシニアテクニシャンの

Joeが同行しました。サバイ課の無収水対策の現状

については、今後も現地入りを重ね状況把握に努め

ながら活動内容の詳細を協議していく事になりま

す。その意味で、システマティックなアプローチを通

じ、無収水対策への知識や経験を有する地方課無収

水チームのサポートは極めて重要であり、今後相互

に業務交流を深め技能の共有を図ります。 

ミーティングでは、地方課無収水チームの Julius

が、無収水管理にはパラウリ浄水場の生産量（送水量）と DMAブロック毎の使用水量をデータとして記録する事を提

言したところ、同日夜にはサバイ課の NRWチームと共に夜間水量を測定しました。翌日には、水圧測定のためのデー

タロガーを既設DMAの 3か所に設置し、専用ソフトの操作についてもその場で、地方課 NRWチームの Joeが操作

指導を行いました。10月２５日から再度サバイ課を訪れ、DMA2のエンドポイントを含む３か所でデータロガーの設置

作業とパラウリ浄水場の運用状況について調査を進める予定です。 

現在、サバイ課ではマネージャーが空席となっており、無収水チームのエンジニアリングオフィサー、SIOが代行役を担

っています。サバイ課は、ミニ SWAと呼ばれ、SWAの本部業務の殆どをサバイ課内でも所管しています。例えば、本

部では商業課が所管する“料金徴収”、“水道メーター検知”、工務課が所管する“資産管理”、“水質検査”、下水道課、IT

課所管業務などが日常業務であることから、“SWAサバイ支店”とも言えるでしょう。もちろん、SWA本部からの出張

対応も多くありますが、限られた人材・人員で業務に当っています。サバイ島の情報については、今後のニュースレター

でも詳しくご案内します。  
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7. SWA地方課NRWチームの業務その 1 

 CEPSO2は、地方課 NRWチームを中心に活動しています。NRWとは、None Revenue Waterの略で、直訳

すると“お金にならない水”つまり、日本ではなじみの深い“有収水”ではなく、サモアを含め開発途上国では“無収水”

が一般的に使われる用語です。次回以降、服部専門家に詳しく解説してもらいましょう。ここでは、NRWチームの日常

業務の一部を紹介します。 

彼らは、出勤後“本日のサービスオーダー”を SWAバイテレ事務所の“Call Center”から受け取ります。サービスオー

ダーとは、一言でいうと顧客・一般市民からの依頼です。内容は、例えば、“○○で漏水している”、“給水車の要請”、“水

が出ない”、“水に濁りがある”、“水圧が弱い“、”水道メーターに不具合がある”、など様々で、中には苦情も多くあるよ

うです。 

コールセンターでは、顧客からの様々な依頼内容を、それぞれ SWA内

部の担当部署に引き継ぎます。地方課 NRWチームのサービスオーダー

対応は、主に水道メーターの取替やメーターメンテナンスが殆どで、多い

日には 1日２０件にも上り、ウポル島の中心部がカバーエリアとなってい

ます。因みに、サモアでは法的にメーター交換時期を定めておらず、不調

になるまで使い続けています。地方課 NRWチームの業務は多岐に亘

り、今後このニュースレターを通して紹介していきます。  

コールセンター 電話対応中の職員 依頼書サービスオーダー 

市民宅でメーター取替中の NRW職員 

取付けられた新品水道メーター 交換された水道メーター、様々なタイプが混在する 
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今後の予定 

次号掲載予定 

 

・関係者紹介 

 

・トピックス 

 

・プロジェクト進捗 

 

・その他 

10月 

・パラウリ浄水場の流量及び管理体制の確認 

・パラウリWSS（給水区）の各種データ収集 

・ウポル島全域の渇水状況確認 

・短期専門家（名護市環境水道部、名護市管工事協同組合）受入準備 

・その他 

11月 

・短期専門家活動同行（ウポル、サバイ） 

・プロジェクト月例進捗報告 

・インストラクターワークショップ 

・パラウリ浄水場管理指導 

・パラウリWSSデータ収集 

・ウポル島全域の渇水対策確認 

・その他 

12月 

・短期専門家活動同行（ウポル、サバイ） 

・プロジェクト月例進捗報告 

・インストラクターワークショップ 

・パラウリ浄水場管理指導 

・パラウリWSSデータ収集 

・ウポル島全域の渇水対策確認 

・その他 

 

問い合わせ 

 
このプロジェクトに関する、ご感

想・ご質問等ございましたら、下

記メールアドレスまでお寄せくだ

さい。 

    

CEPSO2 プロジェクト 

e-mail: 

swa.cepso2@gmail.com 

 

電話： 

685-758-0893 

685-763-7188 

編集後記：コロナ禍の影響でプロジェクト活動も予定通りに進まない状況がありました。9月に

入り状況も収まりつつあり、サモア国内でも政治・経済の分野で動きが出始めました。プロジェク

ト関係者の皆様には長く活動状況をお伝えすることができませんでしたが、今後定期的な情報

発信に努めます。（CEPSO2チーム） 

mailto:swa.cepso2@gmail.com

